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類型を提示したホールとソスキス (PeterA. Hall and David W Soskice)の論考に加え、「混合型市場経済Jを








ション、 (2)財政赤字の増加、 (3)保守・中道右派政権の誕生と新自由主義的な経済思想への傾倒、 (4)サー















































「自由市場経済 (LiberalMarket Economies) Jと「協調型市場経済 (CoordinatedMarket Economies) J、そして「混
合型市場経済 (MixedMarket Economies) Jという 3類型を提出し、それぞれの類型を代表する英、呂、仏の
三カ国の実証分析に適用している。
本論文の学術上の意義と独自j性は、以下の3点に要約される。第 1に、本論文では、民営化にかんする既
存の研究では十分考察されていない各国の民営化政策の差異について、包括的かつ体系的な説明・理解を提
出している点である。本論文の分析は、イデオロギー的、国際的な要密が、各国ごとに異なる経済制度に媒
介されることによって、資本主義の3類型に応じた、異なるパターンの民営化政策に帰結するということを
各国ごと、分野ごとの豊富な資料に基づいて明らかにしている。政策過程をも含んだ分析により、議論の説
得性は増している。
第2に、「資本主義の多様性論Jの通説的見解によると、民営化された企業のガヴァナンスとパフォーマ
ンスを向上させるための効果的な方法は、資本主義の類型ごとに異なっている。また「自由市場経済jや f協
調型市場経済J以外の経済システムでは、企業を民営化しでも、パフォーマンス向上の余地は限られたもの
になる。本論文は、英、仏、日の二つの産業分野について、体系的な比較実証分析を行い、その結果に照ら
して、この仮説が部分的に支持されるとの発見を行っている。先行研究の通説的見解を豊富なデータに基づ
いて実証的に検証している点に、学術的貢献が認められる。
第3に、これまで研究が進んでいる「自由市場経済jや「協調型市場経済Jとは異なる、「混合型市場経済J
という第3の類型をモデル化し、実証に適用することで、新たな知見を生み出している O この「混合型市場
経済Jモデルについては、なお理論的精級化の余地が残されているが、「資本主義の多様性論jの今後の発
展にとって重要な一歩となりえるものである。
以上、本論文は、理論的、実証的に、既存の「資本主義の多様性論jに重要な貢献をなすものであり、そ
の学術的貢献は高く評価される。
平成25年2月l日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について箕疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(国際政治経済学)の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。
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